
年代 特集を読んでのご感想、ご意見をお寄せください。

60代

広報でこのような記事になるとは残念です。

しかし、対策のポイントや遭遇したらの対応は参考になりました。

また、防災放送やLINEのお知らせ????は為になります。

ありがとうございまス。

60代
熊との共存は絶対出来ません。

子供達が被害に遭う前に対策を強化してください。

70代以上
今日、光が丘、高砂付近に出没した熊は、おそらく昨年も同じ場所にでたと思う。恐

ろしくて外に出るのが怖い。一刻も早く駆除をしてほしい。

60代

熊と人間の棲み分けが出来ると良いと思いますが、時間も掛かる難しい課題ですね。

動物達も人間も命懸けです。

寄せ付け無い取り組みをしっかり行いたいと思います。

40代
クマなどが出た場合、小学校から迎えを依頼されるケースがある。仕事中などで親が

対応できない場合もあるので、その対策も考えてほしい。

60代 熊が出没したら、罠の檻を仕掛けて捕獲し、積極的に駆除してほしい。

60代

市民の安全を確保するには、何が得策なんでしょうね。

東泉町の不審火事件も未解決ですし、冬眠明けのクマ出没にも細心の注意が必要で

す。

今こそ地域住民が一丸となって、考え、行動する時です。

60代 熊を捕獲したら駆除か離すのかその後の対応が知りたい、その理由も

70代以上
野良猫が徘徊して住み着いているのかとても困っています。

どうしたら良いでしょうか。

40代

生態系を無視して熊を全て駆除する。県境には高圧電流を流す。学習能力の高いクマ

はここを超えれば、ここを踏めば電圧が流れる近づかなくなる。もしも生態系を壊し

たくない場合は首輪では通った途端、高圧電流が流れる仕組み。または近づかないよ

うに超音波を流す猟師免許を持つ市役所職員や保健所の人間を常に人を確保する。

いろいろな害獣、鳥や、狐、いや、熊などの駆除及び対象についてもう少し積極的に

なっていいと思うそうでないと秋田県のようになってしまう。人権が飽きたと言うこ

ともあり、こちらに移動してくる可能性も非常に高い。

60代

初歩的な話としては理解しました。

一方、熊出没情報をリアルタイムで知る方法が無いのは、市民の生命財産を守る観点

からも、問題だと思います。スマホやパソコンで、言葉だけではなく、地図上で出没

場所や移動ルートが、リアルタイムで見れるようにすべきかと思います。

60代 今は、獣害が大きな課題で、自分も対策に奔走中です。

■広報特集に関するアンケート
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